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幼児教育における音楽指導上の課題 
―幼稚園教諭の自由記述回答から― 
 
辻 有里 
 
要旨 
本稿では、幼児教育において音楽指導時にどのような課題があるのかを、現職の幼稚園
教諭への調査における自由記述回答より検証した。辻の先行調査では、調査協力者の幼稚
園教諭 22 名のうち 21 名が音楽指導時に一定の困難さを感じると回答し、音楽指導時の困
難な場面についての自由記述は KJ 法により５つのカテゴリーに分類された。本稿では自
由記述について KH Coder で頻出語と共起ネットワークを抽出し、先行調査の結果を精査
した。その結果、子どもの興味や関心、意欲を高め、楽しさを感じるような音楽活動を行
うことの難しさが最も多く挙げられ、次いでリズムや鍵盤ハーモニカ等が苦手な子どもに
対する技術的な指導に困難さを感じていることが確かめられた。また、子どもの個人差に
言及した記述が多くあった。幼稚園教諭自身について、楽しく指導できないと感じたり、
勉強不足等を感じたりしていることもわかった。子どもの態度について、音楽活動時の集
中力の持続等が挙げられ、音楽への興味関心との関連が見られた。これらの結果を踏まえ、
自由記述例より幼児教育における音楽指導の在り方を検討した。
 
キーワード 
音楽，幼稚園教諭，指導，幼児教育，子ども 
 
１．序文 
近年、日本の幼児教育での音楽に関わる課題に、幼児の自発的な音楽表現や創造力を育
てることが挙げられている。幼稚園教育要領１）には、幼児が音楽に親しむことや、歌唱、
簡単なリズム楽器等で楽しさを味わうことを通して感性や表現力、創造性を育むことが指
針として示されている。そして、遊びの中で幼児の自発的、即興的な音楽表現を育むには、
幼児教育者の応答的な対応が求められることが指摘されている２）。その中で、幼児教育者
の即応的、応答的な音楽表現や音楽的感受性を育てる試み３）や、幼稚園教諭を目指す学生
へのピアノ指導において、子どもの動きに合わせた演奏力を育てていく試み４）等様々な取
り組みが行われている。 
音楽に関わる営みは共感性や情動性といった性質を含んでいると考えられている５）６）
７）。幼児教育における音楽の在り方を考える時、幼稚園教諭の感性や意識が重要である理
由は、それらが幼児の音楽体験に影響すると考えられるからである。音や音楽をその場で
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幼児と幼児教育者が、あるいは幼児同士が共に感じることや音楽体験から生まれる情緒を
共有することが、音楽行為を意味ある行為にしていると言える。このことから、実際に日々
様々な幼児に関わっている現職の幼稚園教諭がどのように子どもの音楽的体験に関わり、
その中でどのような課題を感じているのかを把握することは重要であると考える。 
辻の調査８）では、現職の幼稚園教諭 22 名を対象として、音楽活動の指導時に困難さを
感じることについて回答を得た。回答者の自由記述を KJ 法で分類したところ、５つのカ
テゴリーが挙げられた。本研究では、その自由記述を KH Coder９）10）で語に分けて計量的
に分析し、前回の研究における自由記述の分類と内容について精査したい。そして幼稚園
教諭が日々の音楽指導の中でどのようなことを課題と感じているのかを自由記述例をもと
に具体的に示し、課題を検討したい。 
 
目的 
本研究では現職の幼稚園教諭が音楽活動において子どもに関わる際、どのような内容に
おいて難しさを感じているのかを自由記述の分析から把握し、幼児教育での音楽指導上の
課題を検討する。  
 
方法 
調査協力者：三重県 A 市の幼稚園勤務の幼児教育者 22 名。調査時期：2017 年 2 月。 
倫理的配慮：調査協力者及び調査協力者の勤める施設に調査目的及び使用内容を事前に説
明し調査内容の使用許可を得、無記名でのアンケート調査とデータ処理を行った。 
質問項目： 
質問１「現場で音楽活動を指導する際、困ったことはありますか」という質問に対し、「よ
くある」「時々ある」「ほとんどない」「まったくない」の 4 つの選択肢で回答を求めた。 
質問２ 前述の質問で「よくある」「時々ある」と答えた人に対し、「どのようなことに対
して、あるいはどのような場面で困難さを感じましたか」という質問をし、自由記述で回
答を求めた。また、「ほとんどない」「まったくない」と答えた人に対しては、「音楽活
動に関する指導について『こんなことが知りたい』『こんな知識がほしい』ということが
あれば教えてください」と自由記述で尋ねた。 
分析方法：KJ 法により５つのカテゴリーに分類された自由記述を KH Coder により分析
し、頻出語及び共起関係にある語を抽出した。その結果と前述のカテゴリー分類を照合し、
代表的な記述例を抽出し回答内容を検討した。  
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結果 
１．回答者の属性 
アンケート回答者は 22 名。性別は女性 21 名、男性 0 名、無回答１名。年齢は、20 代が
12 名、30 代が 2 名、40 代が 4 名、50 代が 4 名、60 代以上が 0 名。職務経験については、
１年未満が 3 名、1〜3 年が 4 名、4〜9 年が 5 名、10 年以上が 10 名であった。 
 
２．音楽指導時の困難さの有無 
「現場で音楽活動を指導する際、困ったことはありますか」に対し、「よくある」と答
えた人が 8 名、「時々ある」が 13 名であり、「まったくない」という人はいなかった。他
に、「時々ある」と「ほとんどない」の両方に回答した人が 1 名いた。 
 
３．音楽指導時に困難さを感じることの分類と件数 
困難さを感じたことや場面に関する自由記述について、KJ 法を用いて筆者及び保育者養
成の大学教員の２名で行ったところ困難さを感じる事項は全 46 件であり、子どもが興味
を持てる指導に関する記述が 16 件、子どもの苦手なことへの技術的な指導に関わる記述
が 13 件、幼稚園教諭自身に関することについての記述、子どもの音楽活動への態度に関わ
る記述が５件ずつ、音楽活動への準備に関する記述が３件、合計５つのカテゴリーが抽出
された。分類できない記述は４件あり「その他」とした。分類別の記述件数は下記の図の
通りである８）。 
 
 
 
図１ 幼稚園教諭が音楽指導時に困難さを感じること 
出典 辻「幼稚園教諭の抱える音楽活動における課題と願い」  
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４．音楽指導時に困難さを感じることに関わる自由記述中の頻出語 
 音楽指導時に困難さを感じる場面や事象についての自由記述を KH Coder で分析し、多
く用いられていた単語を抽出し、頻出上位 50 語を以下の表に示した。頻出上位 50 語には、
自由記述全体において出現回数が３回以上の語が含まれている。最も出現回数が多い「子」
と、９回出現している「子ども」、８回出現している「楽しい」と３回抽出された「楽し
む」といった語のように同義と考えられる単語については、同義語か否かの判断が主観的
になる場合を考慮し、統一せずそれぞれの語のままとした。 
 
表 幼稚園教諭が音楽指導時に困難さを感じることの記述における頻出語 
 
抽出語 出現回数   抽出語 出現回数   抽出語 出現回数 
子 32  曲 5  分かる 4 
活動 11  合奏 5  リトミック 3 
興味 11  困る 5  学ぶ 3 
指導 11  持つ 5  楽しむ 3 
難しい 10  知る 5  見る 3 
音楽 9  発表 5  好き 3 
子ども 9  パート 4  考える 3 
思う 9  違う 4  姿 3 
声 9  教える 4  時間 3 
リズム 8  苦手 4  自分 3 
音 8  工夫 4  集中 3 
楽しい 8  仕方 4  少し 3 
楽器 8  持てる 4  導入 3 
感じる 8  出来る 4  入る 3 
ピアニカ 7  多い 4  鳴らす 3 
歌 7  待つ 4  練習 3 
伝える 7   弾く 4      
 
 
頻出語において、「子」という語が最も多く 32 回、次に「活動」「興味」「指導」とい
う語が 11 回の出現回数であった。音楽の活動に関わる語は、出現回数の多い順から「リズ
ム」「楽器」「ピアニカ」「歌」「合奏」「発表」「リトミック」といった語が含まれた。
「声」に関しては、自由記述内で歌声を示すものもあったが、幼稚園教諭の行う「声かけ」
という意味で複数使用されていた。ポジティブな感情に関わる語としては、「楽しい」「楽
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しむ」「好き」といった語が使用されており、難しさや苦手さを示す語として「難しい」
「困る」「苦手」といった語が使用されていた。  
 
５．音楽指導時に困難さを感じることに関わる自由記述における語の共起関係 
 回答者が現場の音楽活動時に困難さを感じることについて自由記述した内容を、KH 
Coder で分析し、記述に使用されている語において、出現するパターンが似ている語と語
を線で繋いだネットワーク図を抽出した（図２）。６つのグループが抽出され、グループ
内の語は繋がりがあると考えられる。  
１つ目のグループは「子」に「指導」「リズム」「声」「困る」といった 16 語が繋がる
グループである。リズム感やピアニカ、合奏といった具体的な場面や内容に関する指導に
ついての記述である。 
２つ目に「難しい」に「自分」「感じる」「教える」といった９語が繋がるグループで
ある。自分自身について、また発表会における難しさが示されている。  
３つ目は「子ども」という語から「知る」「学ぶ」等の７語が繋がるものである。 
４つ目は「音楽」や「楽器」等が繋がるものである。 
５つ目は「興味」を中心としており、興味を持つこと、興味が持てる指導の仕方に関わ
る記述があることがわかる。  
６つ目は「集中」といった語が含まれるグループで、４つ目、５つ目、６つ目のグルー
プはそれぞれ５つの語によって構成されていた。 
グループ間でも語と語の繋がりが認められる場合は、実線ではなく点線で結ばれている。
１つ目の「子」を中心としたグループの「指導」という語と、３つ目のグループの「子ど
も」は点線で結ばれており、繋がりを示している。同様に３つ目のグループの「子ども」
と５つ目のグループの「仕方」、そして「仕方」と６つ目のグループの「少し」が繋がっ
ている。また５つ目のグループの「持てる」と２つ目のグループの「発表」に繋がりが認
められる。よって、４つ目のグループ以外のグループの語は、グループ内だけでなくグル
ープ外の言葉とも共起の関係が認められる。また、囲う円の大きさは、その語の出現回数
が多いほど大きな円として描画されている。 
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図２ 幼稚園教諭が音楽指導時に困難を感じることの記述に関する共起ネットワーク 
 
 
６．音楽指導時に困難さを感じることに関わる自由記述内容の抜粋 
 自由記述をカテゴリー別に抜粋した。頻出語と共起ネットワークで示される語と語の繋
がりを示す記述や、音楽の要素や活動に関わる頻出語を含む自由記述を示した。また、違
うカテゴリーに含まれるが、似ている表現を含む記述例も、カテゴリーの特徴を明示する
ために載せた。内容が重複する記述は一つの例文とし、多様な内容を挙げた。文章や語尾
等は筆者により省略している箇所がある。  
 
子どもが興味を持てる指導についての記述例（全 16 件） 
・どうしたら楽しさを感じ意欲が持てるか、個人差もあって困ることがある 
・ピアニカ練習時に難しく感じている子にどう「やりたい！」の思いを引き出せば良いか 
・子どもが興味を持てるような、注目を集められるような指導の仕方を学びたい  
・苦手な子に対して、楽しく出来るように、どのように声を掛けていけばよいか迷った  
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・個人差がある子どもたちの興味・関心を持続させることの難しさ  
 
技術的な指導についての記述例（全 13 件） 
・リズム感のない子に対して合奏での楽器指導に困ったことがよくある 
・鍵盤楽器を教えるのが難しい  
・皆で声を揃えて歌いたい時に声を張り上げたり、怒鳴り声になってしまう子への対応  
・音楽に触れることが好きな子と難しい子の援助の仕方  
 
幼稚園教諭自身に関する記述（全５件） 
・自分自身の指導が合っているのか不安になることがある  
・楽器の正しい扱い方、持ち方を自分がわからず勉強不足を感じた  
・発表会など保護者や他の先生の目を気にして、楽しく指導できていないと感じる  
 
子どもの態度に関する記述（全５件） 
・リトミックの際、途中でふざけはじめてしまう子どもに対して戸惑うことがあった  
・リズム遊びでは活動する時、待つ時の切り替えがうまくいかない時がある  
・活動の中に入ってこない子、集中が続かない子や話を聞いていない子がいる  
 
活動準備に関する記述（全３件）  
・発表会の合奏で担当楽器を決める際にどのように決めたらよいか困る  
・どのような歌を歌うか、幼児期に知っておいたほうがよい曲は何か  
 
考察 
１．子どもが興味を持てる指導について 
現職の幼稚園教諭である回答者が音楽活動の指導時に最も困難を感じていることは、子
どもの興味関心を高める指導についてであった。自由記述の頻出語においても「興味」と
いう語が全記述の中で２番目に多く、共起ネットワークにおいても「興味」という語と「持
つ」又は「持てる」という語の繋がりが示され、子どもが「興味を持つ」ことや、「興味
が持てる」指導の仕方への幼稚園教諭の意識の強さが示された。また、「楽しい」「楽し
む」「好き」という頻出語があり、子どもの肯定的な感情を重視していることがわかった。
回答者は子どもたちが楽しみながら音楽活動を行い、子どもの意欲を高める指導や支援に
高い関心を持っていた。そして幼児が「楽しさを味わう」１）ことのできる音楽指導の難し
さを幼稚園教諭は感じていた。  
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２．技術的な指導について 
記述の最も多かった興味関心を高める指導と、二番目に多かった技術面の指導に関して
は、子どもが楽しく活動することを支援しようとする過程で、技術面の指導の難しさを感
じているという記述が多くあった。特に「個人差」について言及した記述がいずれのカテ
ゴリーでも多く含まれ、音楽が苦手と考えられる「子」に関する記述が多くあった。例え
ば「ピアニカ練習時に難しく感じている子」「苦手な子」「リズム感のない子」等である。
また「音楽に触れることが好きな子と難しい子の援助の仕方」という記述に見られるよう
に、子どもを二つの群に分けていると考えられた。共起ネットワークの図では、「子」と
「リズム」が、「ピアニカ」と「苦手」、「合奏」と「困る」が共起関係にあり、リズム
感やピアニカの指導、合奏時に難しさを感じているという自由記述と重なる結果を示した。 
音楽活動が苦手な子どもへの対応が挙げられるのは、設問が困難さを感じた場面につい
ての自由記述であることから自然であると考える。しかし、音楽の技術的な指導が改善さ
れれば、子どもの興味関心が高まり、楽しく音楽活動に取り組めるわけではない。子ども
には個人差はあるが、その個人差が顕著に表れる音楽活動、技術的な部分に偏った音楽活
動に幼稚園教諭が困難さを感じているのではないかと推測された。 
 
３．幼稚園教諭自身に関する記述ついて 
幼稚園教諭自身に関する記述には、自身の指導に関する不安や、自身が楽しく指導でき
ていないという内容が含まれていた。音楽が共鳴や共感、情緒的な体験を提供する媒体で
あることを考えれば、幼稚園教諭自身が音楽を楽しみ、その姿を子どもが見たり聴いたり
して感じることは、子どもが音楽に興味、関心を持ち、楽しみを味わうことに繋がると考
えられる。「楽器の正しい扱い方、持ち方」といった知識や技術に関する困り感だけでな
く、「保護者や他の先生の目を気にして」といった幼児との関係以外での要素も記述され
ていた。幼稚園教諭が、どのような活動や環境において楽しみをもって音楽指導できるの
かも課題であると言える。  
 
４．子どもの態度に関する記述について 
音楽活動において困難さを感じる場面の自由記述では、「集中」という語が抽出され、
集中力の持続、活動の切り替えの難しさ等が挙げられていた。本研究では「個人差がある
子どもたちの興味・関心を持続させることの難しさ」という記述は「子どもが興味を持て
る指導」に分類された。しかし、この記述における「興味・関心の持続」は「集中力の持
続」とも読み取れる。音楽活動における子どもの集中力の持続については、回答者の多く
が挙げた「子どもが興味を持てる指導」にも関連すると考えられる。なぜ音楽活動の指導
時に、子どもの集中力を持続させることが難しいのか、また幼稚園教諭がそのように感じ
ているのかについて、今後より具体的に場面や状況の分析が必要である。  
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５．調査・分析方法について 
アンケート調査における設問では「音楽活動」という語を使用し、音楽活動を指導する
際にどのような場面で困難さを感じたかを尋ねた。この「音楽活動」が何を示しているの
かが明確ではなく、幼児の日常生活において音や音楽を含む遊びの時間や、自然に発生し
たり聞こえてきたりする音に関するやり取り等よりも、合奏や発表会といった指導場面を
想定した回答者もいたかもしれない。そのことにより回答内容が偏った可能性がある。  
また、本調査は特別な支援の必要な子どもを含むインクルーシブな集団における音楽活
動についての講習後に行ったため、その講習内容が回答に影響した可能性がある。回答者
の数や地域も限定されており、今後より広域で多くの幼稚園教諭を対象とした調査が必要
である。 
自由記述に関しては、指導の内容と指導の目的や理由が混合していた。例えば自由記述
の「どうしたら楽しさを感じ意欲が持てるか、個人差もあって困ることがある」は「楽し
さ」を感じることや「意欲」を持ってほしいという指導の理由が示されていたため「子ど
もが興味を持てる指導」に分類された。しかし「音楽に触れることが好きな子と難しい子
の援助の仕方」と書かれた記述に関しては、なぜそのような援助に関して難しく感じるの
かという理由は含まれていない記述であり「技術的な指導」に分類された。いずれの記述
も個々の子どもの違いについて言及しているが異なるカテゴリーに分類された。本調査に
よって幼稚園教諭が音楽指導上で課題と感じることについては抽出できたが、設問や分類
方法に課題が残った。  
 
結語 
本研究において、現場の幼稚園教諭は、子どもの興味や関心、意欲を高め、楽しく活動
するための指導について最も課題を感じていた。次いでリズムや鍵盤ハーモニカ、合奏等
を苦手とする子どもへの技術的な指導についての困難さが示された。幼稚園教諭自身の負
担や不安も挙げられた。幼稚園教諭が願うように、音楽に興味関心を持ち、楽しんで音楽
に関わる子どもの姿は、どのように育まれていくものなのか、今後引き続き検討したい。
幼児が楽しく音楽活動を行うために、幼児教育者自身が音楽を楽しみ、音楽的技術を持ち、
幼児の表現に共感し応答することは必要であろう。しかし現在の幼児教育における音楽指
導の在り方は、幼児教育者以外にも、養育者や社会における期待や価値観、これまでの慣
習等からも影響を受けていると思われる。幼児や幼児教育者だけでなく、多角的な視点か
ら幼児教育における音楽の在り方を検討していくことも今後の課題である。 
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Issues of Music Teaching in Early Childhood Education: 
Through a Kindergarten Teacher Survey 
 
Yuri TSUJI 
 
Abstract 
This research investigates issues of music teaching in early childhood education 
through analyzing the results of a questionnaire. 22 kindergarten teachers answered a 
questionnaire and 21 of those felt difficulty teaching music at their kindergarten.  
Free descriptive texts of situations when the kindergarten teachers felt difficulty 
were categorized into 5 groups using the KJ analyzing method. Words frequently used 
in the descriptions and the networks which shows the connections of each word were 
analyzed by KH Coder software.  
The results showed that kindergarten teachers felt the most difficulty with 
increasing children’s interests, motivation and positive feelings toward music  activities. 
Difficulty teaching musical skills such as rhythms and playing the keyboard harmonica 
to children who were not skilled in music was the second most frequently described 
problem area.  
Some of the kindergarten teachers also felt that they could not enjoy music teaching 
and that they did not have enough knowledge to teaching music. They also answered 
that they had difficulty helping children maintain their attention during musical 
activities. This research discussed issues of music teaching in early childhood 
education using the examples in the teachers’ descriptions.   
 
Keywords：Music, Kindergarten teachers, Teaching, Early childhood education, 
Children 
